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2012 年 3 月中部大学に、理科の啓発活動の中の工作教室を主な活動として行う学生サークル「科学

物理実験会（SPE）」を発足させた。1) 本サークルは初年度のため、まだ準備会扱いであるが、硬式野

球部や無線部等と同様の学部学生の部活動である。 

サークル結成当初の問題点は、絶対的な人数不足、一般学生の工作教室の認知度の低さ、メンバー

の工作教室への理解不足等があった。しかし、約 1 年間の実践を通して、現在は図-1 に示す様にメン

バーが増加し、4 学部 9学科の 2 年生主体（1年：3名、2年：21 名、3年：3名、4年：2名）の学生

29 名（男性 18名、女性 11名）から成るサークルとなった。メンバーは理工系学部学生（26名）だけ

でなく文科系学部学生（3名）も入り、常時活動するようになった。 

これまでの主な活動は、小学生を対象としたもので、近隣の小学校で 2 回、中部大学内で 8 回、そ

の他公民館や他大学等で 6 回、計 16 回の工作教室(2 回のサイエンスショーを含む)であった（図-2）。

これ等の活動を通して、少しづつ各学生がより主体的に、「おもしろ科学実験教室」と関われる様にな

ってきた。工作教室では、シンプルな「針金に通したドーナッツ状フェライト磁石の回転落下」から

半田ごてを使用した「非安定マルチバイブレーダーを用いた LED ウィンカー」の様な上級用まで、幅

広い内容の工作を行った。またその中で、自分達で新たな工作も開発した。 

本講演では、学生の「サークル活動」としての「おもしろ科学実験教室」活動の意義、これまでの

実践例や問題点等について報告する。また、2013 年 3 月に、中部大学工学部の協賛を得て、他大学の

サークルと合同で「こどもサイエンス王国」という、学生が主体となって企画・運営・実行する小・

中学の児童・生徒向け理科教室を行う予定であり、その様子についても報告する。今後、スキルアッ

プしながら活動の輪を広げたいと考えており、サークルの今後の展望についても報告する。 

1)「おもしろ科学実験教室」による大学生の科学啓発活動 第59回応物関係連合講演会（2012春早大）（16a-GP1-10） 
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